
(57)【要約】

【課題】低日射量状態を検知したとき、最大電力点への

追従制御の精度を上げて太陽電池電圧の振動を抑制でき

る太陽光発電システムを提供する。

【解決手段】制御回路１０は、太陽電池電圧、インバー

タ出力電圧およびインバータ出力電流に基づいて目標太

陽電池電圧を算出し、この目標太陽電池電圧に太陽電池

電圧が一致するようにインバータ回路３を制御して、太

陽電池１の電力を最大電力に推移させるようにし、出力

電圧および出力電流の積による出力電力から太陽電池の

最大電力を検知したとき、そのときの太陽電池電圧を読

み込み、この状態の太陽電池電圧を複数回読み込んだと

きはその複数の太陽電池電圧から平均電圧を算出し、太

陽電池１の電力が低下する低日射量状態を検知したとき

に、算出した平均電圧を目標太陽電池電圧として、それ

に太陽電池電圧が一致するようにインバータ回路３を制

御する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 太 陽 電 池 と 、
　 該 太 陽 電 池 よ り 発 生 す る 直 流 電 力 を 交 流 電 力 に 変 換 す る 電 力 変 換 器 と 、
　 前 記 太 陽 電 池 の 電 圧 を 検 出 す る 太 陽 電 池 電 圧 検 出 部 と 、
　 前 記 電 力 変 換 器 の 出 力 電 圧 を 検 出 す る 出 力 電 圧 検 出 部 と 、
　 前 記 電 力 変 換 器 の 出 力 電 流 を 検 出 す る 出 力 電 流 検 出 部 と 、
　 前 記 太 陽 電 池 電 圧 、 前 記 出 力 電 圧 お よ び 出 力 電 流 に 基 づ い て 目 標 太 陽 電 池 電 圧 を 算 出 す
る 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 と 、
　 前 記 太 陽 電 池 電 圧 が 前 記 目 標 太 陽 電 池 電 圧 に 一 致 す る よ う に 前 記 電 力 変 換 器 を 制 御 し 、
前 記 太 陽 電 池 の 電 力 を 最 大 電 力 に 推 移 さ せ る 電 力 制 御 部 と 、
　 前 記 出 力 電 圧 お よ び 出 力 電 流 の 積 に よ る 出 力 電 力 か ら 前 記 太 陽 電 池 の 最 大 電 力 を 検 知 し
た と き 、 そ の と き の 太 陽 電 池 電 圧 を 前 記 太 陽 電 池 電 圧 検 出 部 を 通 し て 読 み 込 み 、 こ の 状 態
の 太 陽 電 池 電 圧 を 複 数 回 読 み 込 ん だ と き は 、 そ の 複 数 の 太 陽 電 池 電 圧 か ら 平 均 電 圧 を 算 出
す る 平 均 電 圧 算 出 部 と を 備 え 、
　 前 記 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 は 、 太 陽 電 池 の 電 力 が 低 下 す る 低 日 射 量 状 態 を 検 知 し た と
き 、 前 記 平 均 電 圧 算 出 部 に よ り 算 出 さ れ た 平 均 電 圧 を 目 標 太 陽 電 池 電 圧 と す る こ と を 特 徴
と す る 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 は 、 前 記 太 陽 電 池 電 圧 が 予 め 設 定 さ れ た 閾 値 よ り 低 い と き
に 低 日 射 量 状 態 と 判 断 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 は 、 平 均 電 圧 を 目 標 太 陽 電 池 電 圧 と し た と き か ら 少 な く と
も 所 定 時 間 経 過 し た と き 、 そ の 目 標 太 陽 電 池 電 圧 を 一 旦 ク リ ア に し 、 再 度 平 均 電 圧 算 出 部
に よ り 平 均 電 圧 が 算 出 さ れ た と き に 、 こ れ を 新 た な 目 標 太 陽 電 池 電 圧 と し て 設 定 し 直 す こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 平 均 電 圧 算 出 部 は 、 前 記 出 力 電 圧 お よ び 出 力 電 流 の 積 に よ る 出 力 電 力 を 前 記 太 陽 電
池 電 圧 で 微 分 し て 電 力 変 化 量 を 算 出 す る 電 力 変 化 量 算 出 部 を 備 え 、
　 前 記 平 均 電 圧 算 出 部 は 、 電 力 変 化 量 算 出 部 に よ り 算 出 さ れ た 微 分 値 の 符 号 が 反 転 し た と
き に 、 前 記 太 陽 電 池 の 電 力 が 最 大 電 力 に な っ た と 判 断 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至
３ の 何 れ か に 記 載 の 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 平 均 電 圧 に 上 限 値 及 び 下 限 値 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の 何 れ か に
記 載 の 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 平 均 電 圧 算 出 部 は 、 算 出 し た 平 均 電 圧 に 補 正 値 を 加 算 し 、 か つ 、 こ の 値 に 上 限 値 お
よ び 下 限 値 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の 何 れ か に 記 載 の 太 陽 光 発 電 シ ス テ
ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 太 陽 電 池 を 電 源 と す る 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム 、 特 に 低 日 射 量 に お け る 太 陽 電 池
の 電 力 を 制 御 す る 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 太 陽 電 池 を 用 い た 発 電 シ ス テ ム の 開 発 が 進 ん で お り 、 太 陽 電 池 か ら 生 じ る 直 流 電
力 を 効 率 よ く 交 流 負 荷 や 既 存 の 交 流 電 力 系 統 に 与 え る た め の 研 究 が 広 く 行 わ れ て い る 。 太
陽 電 池 は 、 入 射 さ れ る 日 射 量 を パ ラ メ ー タ と し た 場 合 、 日 射 量 の 増 大 に 従 っ て 電 力 が 増 大
す る 傾 向 を 有 し て お り 、 ま た 、 そ の 太 陽 電 池 の 動 作 点 に よ り 出 力 電 力 が 大 幅 に 変 動 す る 特
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性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 特 性 を 有 す る 太 陽 電 池 か ら 最 大 電 力 を 効 率 よ く 取 り 出 す た め に 、 山 登 り 法 と
い わ れ る 最 大 電 力 点 追 従 制 御 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 こ れ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 山 形 状
の 太 陽 電 池 電 圧 ― 太 陽 電 池 電 力 特 性 を 利 用 し た も の で 、 太 陽 電 池 の 電 力 が 最 大 と な る 最 大
電 力 点 Ｍ Ｐ Ｐ を 有 し て い る 。 先 ず 、 太 陽 電 池 の 動 作 点 が Ｍ １ の 位 置 に あ っ た 場 合 、 一 定 の
変 化 幅 で 太 陽 電 池 の 電 圧 を 上 昇 さ せ て い く と 、 そ の 電 力 は Ｍ Ｐ Ｐ の 方 向 に 増 加 し て 行 く 。
一 方 、 太 陽 電 池 の 動 作 点 が Ｍ Ｐ Ｐ を 越 え Ｍ ２ の 位 置 に な っ た 場 合 、 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム で
は 、 太 陽 電 池 の 電 力 の 減 少 を 検 出 す る の で 、 今 度 は 太 陽 電 池 の 電 圧 を 減 少 さ せ 、 電 力 が 増
加 す る よ う に 制 御 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 太 陽 電 池 の 電 力 は 、 再 び Ｍ Ｐ Ｐ の 方 向 に 向 か っ て
増 加 し 、 再 度 Ｍ Ｐ Ｐ を 越 え る と 減 少 し 始 め る 。 そ こ で 、 再 び 電 力 の 減 少 を 検 知 す る と 、 再
び 太 陽 電 池 の 電 圧 を 所 定 の 変 化 幅 で 増 加 さ せ る 方 向 へ 変 化 さ せ る 。 以 上 の 動 作 を 繰 り 返 し
て 行 く こ と に よ り 、 太 陽 電 池 の 動 作 点 を Ｍ Ｐ Ｐ 近 傍 で 往 復 さ せ 、 太 陽 電 池 の 電 力 を 最 大 電
力 点 Ｍ Ｐ Ｐ に 常 に 追 従 さ せ て い る 。 日 射 量 大 の と き の 太 陽 電 池 電 圧 は 、 図 １ ０ （ ａ ） に 示
す よ う に Ｍ Ｐ Ｐ に 追 従 し た 状 態 と な り ほ ぼ 安 定 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ １ － ９ ７ ７ ２ １ 号 （ 第 ２ － ３ 頁 、 第 ３ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 前 述 し た 従 来 の 最 大 電 力 追 従 制 御 方 法 で は 、 太 陽 電 池 と イ ン バ ー タ の 間
に 、 比 較 的 大 容 量 の 電 圧 平 滑 用 の コ ン デ ン サ が 接 続 さ れ て い る た め 、 太 陽 電 池 側 か ら 見 た
イ ン バ ー タ の 電 流 制 限 作 用 に よ る 抵 抗 成 分 と 、 そ の コ ン デ ン サ の 静 電 容 量 間 で 構 成 さ れ る
Ｃ Ｒ 回 路 に よ り 、 い わ ゆ る 一 次 遅 れ 現 象 が 生 じ る 。 低 日 射 量 時 は 太 陽 電 池 か ら 見 た 、 イ ン
バ ー タ 側 の 出 力 抵 抗 が 大 き い た め 、 一 次 遅 れ 現 象 の 影 響 が 日 中 等 の 最 大 日 射 量 時 と 比 較 し
て 大 き く な る 。 ま た 、 図 ９ 中 の 日 射 量 小 に 示 す よ う に 、 日 射 量 大 の 状 態 （ 日 射 １ ０ ０ ％ と
す る )の 太 陽 電 池 電 圧 － 太 陽 電 池 電 力 特 性 に 対 し て 、 日 射 量 小 の 状 態 (例 え ば 最 大 日 射 量 の
１ ０ ％ )の 特 性 は 広 範 囲 の 電 圧 値 に わ た っ て 、 ほ ぼ 平 坦 な 特 性 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ ら 一 次 遅 れ 現 象 と 太 陽 電 池 電 圧 ― 太 陽 電 池 電 力 特 性 の 影 響 に よ り 、 最 大 電 力 点 Ｍ Ｐ
Ｐ へ の 追 従 精 度 が 低 下 し て し ま う こ と が 生 じ て い た 。 検 出 精 度 が 低 下 す る 低 日 射 量 状 態 で
も 、 目 標 太 陽 電 池 電 圧 を そ の 都 度 演 算 し て Ｍ Ｐ Ｐ に 追 従 さ せ よ う と す る 制 御 を 行 っ て い る
た め 、 太 陽 電 池 電 圧 の 過 補 償 の 状 態 が 発 生 し 、 こ の た め 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 太
陽 電 池 電 圧 の 振 動 が 大 き く な っ て Ｍ Ｐ Ｐ か ら 大 き く 逸 脱 す る 傾 向 に あ り 、 結 果 と し て 最 大
電 力 点 Ｍ Ｐ Ｐ へ の 追 従 制 度 が 低 下 し 、 電 力 の 取 り 出 し 効 率 が 低 下 す る と い う 課 題 が あ っ た
。 ま た 、 太 陽 電 池 電 圧 の 大 き な 振 動 に よ り 、 電 力 変 換 器 の 動 作 が 不 安 定 に な る と い う 課 題
も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 低 日 射 量 状 態 を 検 知 し
た と き 、 最 大 電 力 点 へ の 追 従 制 御 の 精 度 を 上 げ て 太 陽 電 池 電 圧 の 振 動 を 抑 制 で き る 太 陽 光
発 電 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム は 、 太 陽 電 池 と 、 太 陽 電 池 よ り 発 生 す る 直 流 電 力 を 交
流 電 力 に 変 換 す る 電 力 変 換 器 と 、 太 陽 電 池 の 電 圧 を 検 出 す る 太 陽 電 池 電 圧 検 出 部 と 、 電 力
変 換 器 の 出 力 電 圧 を 検 出 す る 出 力 電 圧 検 出 部 と 、 電 力 変 換 器 の 出 力 電 流 を 検 出 す る 出 力 電
流 検 出 部 と 、 太 陽 電 池 電 圧 、 出 力 電 圧 お よ び 出 力 電 流 に 基 づ い て 目 標 太 陽 電 池 電 圧 を 算 出
す る 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 と 、 太 陽 電 池 電 圧 が 目 標 太 陽 電 池 電 圧 に 一 致 す る よ う に 電 力
変 換 器 を 制 御 し 、 太 陽 電 池 の 電 力 を 最 大 電 力 に 推 移 さ せ る 電 力 制 御 部 と 、 出 力 電 圧 お よ び
出 力 電 流 の 積 に よ る 出 力 電 力 か ら 太 陽 電 池 の 最 大 電 力 を 検 知 し た と き 、 そ の と き の 太 陽 電
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池 電 圧 を 太 陽 電 池 電 圧 検 出 部 を 通 し て 読 み 込 み 、 こ の 状 態 の 太 陽 電 池 電 圧 を 複 数 回 読 み 込
ん だ と き は 、 そ の 複 数 の 太 陽 電 池 電 圧 か ら 平 均 電 圧 を 算 出 す る 平 均 電 圧 算 出 部 と を 備 え 、
前 記 の 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 は 、 太 陽 電 池 の 電 力 が 低 下 す る 低 日 射 量 状 態 を 検 知 し た と
き 、 平 均 電 圧 算 出 部 に よ り 算 出 さ れ た 平 均 電 圧 を 目 標 太 陽 電 池 電 圧 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 出 力 電 圧 お よ び 出 力 電 流 の 積 に よ る 出 力 電 力 か ら 太 陽 電 池 の 最 大 電
力 を 検 知 し た と き 、 そ の と き の 太 陽 電 池 電 圧 を 読 み 込 み 、 こ の 状 態 の 太 陽 電 池 電 圧 を 複 数
回 読 み 込 ん だ と き は 、 そ の 複 数 の 太 陽 電 池 電 圧 か ら 平 均 電 圧 を 算 出 し 、 太 陽 電 池 の 電 力 が
低 下 す る 低 日 射 量 状 態 を 検 知 し た と き に そ の 平 均 電 圧 を 目 標 太 陽 電 池 電 圧 と し 、 こ れ を 太
陽 電 池 の 最 大 電 力 追 従 制 御 に 用 い る よ う に し た の で 、 低 日 射 量 時 に お け る 太 陽 電 池 電 圧 の
大 き な 振 動 を 収 束 さ せ る こ と が 可 能 に な り 、 こ の た め 、 太 陽 電 池 の 電 力 取 り 出 し 効 率 が 向
上 し 、 安 定 し た 制 御 を 確 保 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
実 施 の 形 態 １ ．
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 す 回 路 図 、 図 ２
は 実 施 の 形 態 １ の 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム に お け る 制 御 回 路 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 回 路 図 で あ
る 。
　 実 施 の 形 態 １ の 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム は 、 例 え ば 商 用 電 力 系 統 ４ に 連 係 さ れ て お り 、 主 要
部 と し て 、 複 数 の 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル が 組 み 合 わ さ れ て な る 太 陽 電 池 １ 、 電 力 変 換 器 で あ
る イ ン バ ー タ 回 路 ３ 、 イ ン バ ー タ 回 路 ３ を 制 御 す る 制 御 回 路 １ ０ な ど が 備 え ら れ て い る 。
イ ン バ ー タ 回 路 ３ の 入 力 側 に は 、 太 陽 電 池 １ に 発 生 す る 電 圧 を 平 滑 化 す る コ ン デ ン サ ２ お
よ び 太 陽 電 池 １ の 電 圧 （ 以 下 、 「 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V 」 と い う ） を 検 出 す る 太 陽 電 池 電 圧 検
出 部 ５ が 設 け ら れ 、 イ ン バ ー タ 回 路 ３ の 出 力 側 に は 、 イ ン バ ー タ 出 力 電 圧 Ｖ O U T  を 検 出 す
る イ ン バ ー タ 出 力 電 圧 検 出 部 ６ お よ び イ ン バ ー タ 出 力 電 流 Ｉ O U T  を 検 出 す る イ ン バ ー タ 出
力 電 流 検 出 部 ７ が 設 け ら れ て い る 。 前 述 し た 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V 、 イ ン バ ー タ 出 力 電 圧 Ｖ O U

T  お よ び イ ン バ ー タ 出 力 電 流 Ｉ O U T  は 、 時 間 ｔ １ （ 数 十 ms程 度 ） 毎 に 制 御 回 路 １ ０ に よ り
読 み 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 制 御 回 路 １ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 イ ン バ ー タ 出 力 電 圧 Ｖ O U T  と イ ン バ ー タ 出 力
電 流 Ｉ O U T  を 乗 算 し て イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U T  を 算 出 す る 乗 算 器 １ １ と 、 単 位 太 陽 電 池
電 圧 あ た り の イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U T  の 変 化 量 ｄ Ｐ O U T  ／ ｄ Ｖ P V を 算 出 す る 電 力 変 化 量
算 出 部 １ ２ と 、 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f  を 算 出 す る 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 １ ３ と 、 太
陽 電 池 電 圧 Ｖ P V と 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f  と の 偏 差 を 求 め る 加 算 器 １ ４ と 、 そ の 偏 差 値
を Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 し て 目 標 イ ン バ ー タ 出 力 電 流 Ｉ O U T r e f を 生 成 し 、 イ ン バ ー タ 回 路 ３ の ス イ ッ
チ ン グ 素 子 （ 図 示 せ ず ） を Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 し て イ ン バ ー タ 出 力 電 流 Ｉ O U T  を 調 整 す る Ｐ Ｉ Ｄ 制
御 部 １ ５ と 、 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 算 出 部 １ ６ （ 平 均 電 圧 算 出 部 ） お よ び 記 憶 部 １ ７ と を 有
し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 述 し た 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 １ ３ は 、 時 間 ｔ ２ （ 数 百 ms程 度 ） 毎 に イ ン バ ー タ 出 力
電 力 Ｐ O U T  を 読 み 込 ん で 、 予 め 設 定 さ れ た 閾 値 Ｃ よ り 高 い か ど う か を 判 定 し 、 イ ン バ ー タ
出 力 電 力 Ｐ O U T  が 閾 値 Ｃ よ り 大 き い と き は 、 高 日 射 量 状 態 と 判 断 し て 制 御 モ ー ド を Ｍ ｏ ｄ
ｅ ＝ １ （ 山 登 り モ ー ド ） に セ ッ ト し 、 か つ 、 そ の と き の 変 化 量 ｄ Ｐ O U T  ／ ｄ Ｖ P V に 基 づ い
て 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f  を 算 出 し 、 イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U T  が 閾 値 Ｃ よ り 小 さ い と
き は 、 低 日 射 量 状 態 と 判 断 し て 制 御 モ ー ド を Ｍ ｏ ｄ ｅ ＝ ０ （ 低 日 射 モ ー ド ） に セ ッ ト し 、
所 定 時 間 経 過 後 に 後 述 す る 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V m e a n を 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f  と し
て 加 算 器 １ ４ に 設 定 す る 。 Ｍ ｏ ｄ ｅ ＝ ０ の と き の 制 御 は 、 イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U T  が 閾
値 Ｃ よ り 大 き く な っ た と き 、 又 は 前 記 の 所 定 時 間 よ り 短 い 時 間 を 経 過 し た と き に 解 除 さ れ
、 再 び Ｍ ｏ ｄ ｅ ＝ １ に よ る 制 御 に 入 る 。 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f  は 、 変 化 量 ｄ Ｐ O U T  ／
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ｄ Ｖ P V が ゼ ロ よ り 大 き い と き 、 前 回 の 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f ( k - 1 ) に 所 定 値 Ｄ を 加 算 し
て 得 ら れ た 電 圧 値 で あ り 、 変 化 量 ｄ Ｐ O U T  ／ ｄ Ｖ P V が ゼ ロ よ り 小 さ い と き は 、 前 回 の 目 標
太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f ( k - 1 ) か ら 所 定 値 Ｄ を 減 算 し て 得 ら れ た 電 圧 値 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 算 出 部 １ ６ は 、 Ｍ ｏ ｄ ｅ ＝ １ の と き に 変 化 量 ｄ Ｐ O U T  ／ ｄ Ｖ P V の 微
分 値 の 符 号 が 反 転 し て い る か ど う か を 判 定 し 、 そ の 微 分 値 の 符 号 が 反 転 し て い る と き は 、
そ の と き の 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V が 最 大 電 力 点 Ｍ Ｐ Ｐ を 与 え る 電 圧 値 と 判 断 し て 、 記 憶 部 １ ７
に 予 め 設 定 さ れ た ５ つ の エ リ ア に 順 次 に 書 き 込 み 、 そ の 最 大 電 力 点 Ｍ Ｐ Ｐ を 与 え る 太 陽 電
池 電 圧 Ｖ P V が 例 え ば ５ つ に な っ た と き に 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V m e a n を 算 出 す る 。 こ れ は
、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U T  が 極 大 と な る 点 を ａ ～ ｇ と す る と
、 そ の と き の 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V は 、 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に ａ ’ ～ ｇ ’ と な る 。 ま た 、 イ
ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U T  が 最 大 電 力 点 Ｍ Ｐ Ｐ を 通 過 す る と き 、 変 化 量 ｄ Ｐ O U T  ／ ｄ Ｖ P V の
符 号 は 反 転 し 、 こ の 符 号 が 反 転 し た と き の 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V が 最 大 電 力 点 Ｍ Ｐ Ｐ を 与 え る
電 圧 値 と 見 な し て 、 記 憶 部 １ ７ に 記 憶 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 図 ３ お よ び 図 ４ を 用 い て 実 施 の 形 態 １ の 動 作 を 説 明 す る 。 図 ３ は 実 施 の 形 態 １ の
太 陽 光 発 電 シ ス テ ム に お け る 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 、 図 ４
は 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 算 出 部 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
　 制 御 回 路 １ ０ の 乗 算 器 １ １ は 、 イ ン バ ー タ 出 力 電 圧 Ｖ O U T  と イ ン バ ー タ 出 力 電 流 Ｉ O U T  

と か ら イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U T  を 算 出 し 、 電 力 変 化 量 算 出 部 １ ２ は 、 単 位 太 陽 電 池 電 圧
あ た り の イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U T  の 変 化 量 ｄ Ｐ O U T  ／ ｄ Ｖ P V を 算 出 し て 、 目 標 太 陽 電 池
電 圧 算 出 部 １ ３ と 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 算 出 部 １ ６ と に そ れ ぞ れ 送 出 す る 。 一 方 、 最 大 電 力
点 平 均 電 圧 算 出 部 １ ６ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 Ｍ ｏ ｄ ｅ が 「 １ 」 か ど う か を 判 定 し て お り
（ Ｓ ２ ０ ） 、 Ｍ ｏ ｄ ｅ が 「 １ 」 の と き は 、 電 力 変 化 量 算 出 部 １ ２ に よ り 算 出 さ れ た 変 化 量
ｄ Ｐ O U T  ／ ｄ Ｖ P V の 微 分 値 の 符 号 が 反 転 し て い る か ど う か を 判 定 す る （ Ｓ ２ １ ） 。 そ の 微
分 値 の 符 号 が 反 転 し て い る と き は 、 そ の と き の 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V が 最 大 電 力 点 Ｍ Ｐ Ｐ を 与
え る 電 圧 値 と 判 断 し て 、 そ の 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V を 記 憶 部 １ ７ に 書 き 込 む 。 選 択 し た 太 陽 電
池 電 圧 Ｖ P V の 書 き 込 み は 、 記 憶 部 １ ７ に 設 け ら れ た ５ つ の エ リ ア に 順 次 に 書 き 込 ん で い き
、 そ れ 以 上 の 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V を 書 き 込 ん で い く と き は 、 最 も 古 い 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V を ク
リ ア に し て 、 常 に 新 し い 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V を 保 存 す る よ う に し て い る （ Ｓ ２ ２ ） 。 そ し て
、 記 憶 部 １ ７ へ の 書 き 込 み が ５ つ に な る 毎 に 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V m e a n を 算 出 し （ Ｓ ２
３ ） 、 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 １ ３ に 送 出 す る 。 乗 算 器 １ １ に よ る イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ

O U T  の 算 出 か ら 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V の 記 憶 部 １ ７ へ の 書 き 込 み は 、 ほ ぼ 時 間 ｔ １ 毎 に 繰 り 返
し 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 １ ３ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 時 間 ｔ ２ 毎 に 実 行 す る 。 ま
ず 、 Ｍ ｏ ｄ ｅ が 「 １ 」 か ど う か を 判 定 し （ Ｓ １ ） 、 Ｍ ｏ ｄ ｅ が 「 ０ 」 の と き は Ｓ ９ に 進 む
が 、 Ｍ ｏ ｄ ｅ が 「 １ 」 の と き は 、 実 行 開 始 し た と き に 入 力 さ れ た イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U

T  が 閾 値 Ｃ よ り 高 い か ど う か を 判 定 す る （ Ｓ ２ ） 。 イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U T  が 閾 値 Ｃ よ
り 低 い と き は 低 日 射 量 状 態 と 判 断 し て Ｓ ３ に 進 む が 、 イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U T  が 閾 値 Ｃ
よ り 高 い と き は 、 タ イ マ の 時 間 ｔ S U N  を 「 Ｈ 」 に リ セ ッ ト し （ Ｓ ４ ） 、 再 び Ｍ ｏ ｄ ｅ を 「
１ 」 に セ ッ ト ず る （ Ｓ ３ ０ ） 。 そ し て 、 実 行 開 始 し た と き の 変 化 量 ｄ Ｐ O U T  ／ ｄ Ｖ P V を 読
み 込 ん で 「 ０ 」 よ り 大 き い か ど う か を 判 定 す る （ Ｓ ３ １ ） 。 変 化 量 ｄ Ｐ O U T  ／ ｄ Ｖ P V が 「
０ 」 よ り 大 き い と き は 、 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V が 最 大 電 力 点 Ｍ Ｐ Ｐ の 左 側 に 位 置 し て い る と 判
断 し て 、 前 回 の 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f ( k - 1 ) に 所 定 値 Ｄ を 加 算 し 、 そ の 値 を 目 標 太 陽 電
池 電 圧 Ｖ P V r e f  と し て 加 算 器 １ ６ に 設 定 す る （ Ｓ ３ ２ ） 。 ま た 、 変 化 量 ｄ Ｐ O U T  ／ ｄ Ｖ P V

が 「 ０ 」 よ り 小 さ い と き は 、 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V が 最 大 電 力 点 Ｍ Ｐ Ｐ の 右 側 に 位 置 し て い る
と 判 断 し て 、 前 回 の 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f ( k - 1 ) か ら 所 定 値 Ｄ を 減 算 し 、 そ の 値 を 目 標
太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f  と し て 加 算 器 １ ６ に 設 定 す る （ Ｓ ３ ３ ） 。 こ の 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ

P V r e f  を 時 間 ｔ ２ 毎 に 繰 り 返 し 設 定 す る こ と に よ り 、 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V は 、 ほ ぼ 最 大 電 力
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点 Ｍ Ｐ Ｐ 付 近 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 １ ３ は 、 Ｓ ２ に お い て 、 イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U T  が 閾
値 Ｃ よ り 低 い と 判 断 し た と き （ 低 日 射 量 状 態 ） 、 先 に リ セ ッ ト し た 時 間 ｔ S U N  か ら 「 １ 」
を 減 算 し （ Ｓ ３ ） 、 そ の 時 間 ｔ S U N  が 「 ０ 」 に な っ た か ど う か を 判 定 す る （ Ｓ ５ ） 。 時 間
ｔ S U N  が 「 ０ 」 で な い と き は 、 Ｓ ３ ０ に 進 ん で 高 日 射 量 状 態 と 同 じ 動 作 を 繰 り 返 す 。 こ れ
は 、 天 候 が 低 日 射 量 状 態 に 変 わ っ て も 高 日 射 状 態 に 戻 る 可 能 性 が あ る た め で あ る 。 時 間 ｔ

S U N  が 「 ０ 」 に な る ま で 低 日 射 量 状 態 が 続 い た 場 合 は 、 Ｓ ６ に お い て 、 タ イ マ の 時 間 ｔ S U

N  を 「 Ｈ 」 よ り も 短 い 「 Ｌ 」 に セ ッ ト し （ Ｓ ６ ） 、 Ｍ ｏ ｄ ｅ を 「 ０ 」 に セ ッ ト す る （ Ｓ ７
） 。 そ し て 、 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 算 出 部 １ ６ に よ っ て 設 定 さ れ た 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V

m e a n を 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f  と し （ Ｓ ８ ） 、 加 算 器 １ ６ に 設 定 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 時 間 ｔ ２ が 経 過 す る と 、 前 記 と 同 様 に Ｍ ｏ ｄ ｅ が 「 １ 」 か ど う か を 判 定 す る （ Ｓ
１ ） 。 こ の 時 点 で は 、 Ｍ ｏ ｄ ｅ が 「 ０ 」 で あ る た め 、 Ｓ ９ に お い て イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ

O U T  が 閾 値 Ｃ よ り 高 い か ど う か を 判 定 し 、 イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U T  が 閾 値 Ｃ よ り 高 い と
き は Ｓ ３ ０ に 進 ん で Ｍ ｏ ｄ ｅ を 「 １ 」 と す る が 、 イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U T  が 閾 値 Ｃ よ り
低 い と き は 、 Ｓ ６ で セ ッ ト し た 時 間 ｔ S U N  か ら 「 １ 」 を 減 算 し （ Ｓ １ ０ ） 、 そ の 時 間 ｔ S U

N  が 「 ０ 」 に な っ た か ど う か を 判 定 す る （ Ｓ １ １ ） 。 時 間 ｔ S U N  が 「 ０ 」 に な っ た と き は
Ｓ ３ ０ に 進 む が 、 時 間 ｔ S U N  が 「 ０ 」 で な い と き は 、 Ｍ ｏ ｄ ｅ を 「 ０ 」 と し 、 先 に 設 定 し
た 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f  （ ＝ Ｖ P V m e a n ） を 保 持 す る （ Ｓ ８ ） 。 Ｍ ｏ ｄ ｅ ＝ ０ （ 低 日 射
量 状 態 ） に お け る 最 大 電 力 点 追 従 制 御 を ｔ ２ 毎 に 行 っ て い る う ち に 、 Ｓ ９ に お い て イ ン バ
ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U T  が 閾 値 Ｃ よ り 高 い と 判 断 し た と き 、 あ る い は Ｓ １ １ に お い て 時 間 ｔ S U

N  が 「 ０ 」 に な っ た こ と を 確 認 し た と き は 、 Ｍ ｏ ｄ ｅ を 「 １ 」 に セ ッ ト し （ Ｓ ３ ０ ） 、 高
日 射 量 時 の 最 大 電 力 点 追 従 の た め の 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f  の 算 出 に 入 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 低 日 射 量 状 態 （ Ｍ ｏ ｄ ｅ ＝ ０ ） で は 、 あ る 程 度 以 上 の 太 陽 電 池 １ の 電 力 が 得 ら れ な い こ
と が あ り 、 そ の 場 合 、 最 大 電 力 点 Ｍ Ｐ Ｐ の 探 索 と 追 従 が 困 難 で あ る た め 、 目 標 太 陽 電 池 電
圧 Ｖ P V r e f  （ ＝ Ｖ P V m e a n ） を 一 定 に し て お り 、 こ れ に よ り 、 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V の 震 動 が 抑
制 さ れ て 収 束 方 向 へ 向 か い 、 あ る 程 度 の 効 率 を 維 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 Ｓ ９ に お い
て イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U T  が 閾 値 Ｃ よ り 高 い と 判 断 し た と き 、 あ る い は Ｓ １ １ に お い て
時 間 ｔ S U N  が 「 ０ 」 に な っ た こ と を 確 認 し た と き 、 Ｍ ｏ ｄ ｅ を 「 １ 」 に セ ッ ト し て 目 標 太
陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f  の 算 出 に 入 る よ う に し て い る の は 、 日 射 条 件 が 時 々 刻 々 と 変 動 す る こ
と か ら 、 同 一 電 圧 で の 長 時 間 の 動 作 点 固 定 は 、 最 大 電 力 点 Ｍ Ｐ Ｐ か ら の ず れ が 大 き く な り
う る 可 能 性 が あ る た め 、 一 旦 Ｍ ｏ ｄ ｅ ＝ １ （ 高 日 射 状 態 ） に 移 行 し 、 再 度 、 最 大 電 力 点 Ｍ
Ｐ Ｐ を 与 え る 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V の 平 均 値 （ 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V m e a n ） を 得 る よ う に し
て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の よ う に 実 施 の 形 態 １ に よ れ ば 、 Ｍ ｏ ｄ ｅ ＝ １ （ 山 登 り モ ー ド ） か ら Ｍ ｏ ｄ ｅ ＝ ０
（ 低 日 射 モ ー ド ） へ 移 行 し た 際 、 山 登 り モ ー ド 時 に 算 出 さ れ た 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V m e

a n を 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f  と し て 設 定 す る よ う に し た の で 、 理 想 の 最 大 電 力 点 を 与 え
る 太 陽 電 池 電 圧 と は ズ レ が 生 じ る も の の 、 図 ６ に 示 す よ う に 最 大 電 力 点 追 従 が 困 難 な 低 日
射 量 時 で も 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V の 振 動 を 収 束 さ せ る こ と が 可 能 に な り 、 こ の た め 、 電 力 取 り
出 し 効 率 が 改 善 さ れ 、 安 定 し た 制 御 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 実 施 の 形 態 １ で は 、 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V m e a n を 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f  と
し て 用 い る よ う に し た が 、 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V m e a n に 上 限 と 下 限 を 設 け て 、 検 出 誤 差
等 か ら 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V が 最 大 電 力 点 Ｍ Ｐ Ｐ か ら 大 き く 逸 脱 し な い よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
　 実 施 の 形 態 １ は 、 低 日 射 量 時 、 高 日 射 量 状 態 （ Ｍ ｏ ｄ ｅ ＝ １ ） の と き に 算 出 さ れ た 最 大
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電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V m e a n を 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f  と し 、 こ れ を 最 大 電 力 点 追 従 制 御 に
用 い て 、 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V を 振 動 さ せ る こ と な く 太 陽 電 池 １ の 最 大 電 力 点 Ｍ Ｐ Ｐ に 接 近 さ
せ る よ う に し た も の で あ る が （ 図 ６ 参 照 ） 、 実 施 の 形 態 ２ で は 、 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V

m e a n を 算 出 す る 毎 に 、 そ の 平 均 電 圧 Ｖ P V m e a n を 値 に 応 じ て 補 正 を す る よ う に し た も の で 、
制 御 回 路 １ ０ の 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 算 出 部 １ ６ に 、 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V m e a n を 補 正 す
る た め の 補 正 値 Ｄ 、 上 限 値 Ｖ u p p e r  お よ び 下 限 値 Ｖ l o w e r  が そ れ ぞ れ 設 定 さ れ て い る 。 こ
れ 以 外 に つ い て は 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 あ る 程 度 の 日 射 量 が 得 ら れ る 日 中 は 山 登 り モ ー
ド （ Ｍ ｏ ｄ ｅ ＝ １ ） で 最 大 電 力 点 Ｍ Ｐ Ｐ の 追 従 制 御 が 行 わ れ て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。 ま た 、
最 大 電 力 点 追 従 制 御 と 同 時 に 低 日 射 量 状 態 の 検 知 が 行 わ れ て お り 、 低 日 射 量 状 態 が 所 定 時
間 （ ｔ s u n  ＝ Ｈ ） 継 続 さ れ た こ と を 検 知 し た 場 合 は 、 低 日 射 モ ー ド （ Ｍ ｏ ｄ ｅ ＝ ０ ） へ 移
行 し 、 そ し て 、 山 登 り モ ー ド へ の 移 行 判 定 を 随 時 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 図 ７ お よ び 図 ８ を 用 い て 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V m e a n の 補 正 に 関 わ る 動 作 を 説 明
す る 。 図 ７ は 実 施 の 形 態 ２ の 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム に お け る 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 算 出 部 の 動
作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 、 図 ８ は 実 施 の 形 態 ２ の 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム に お け る 低 日 射 量 時
の 太 陽 電 池 電 圧 の 波 形 図 で あ る 。
　 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 算 出 部 １ ６ は 、 時 間 ｔ １ 毎 に Ｍ ｏ ｄ ｅ が 「 １ 」 か ど う か を 判 定 し て
お り （ Ｓ ２ ０ ） 、 Ｍ ｏ ｄ ｅ が 「 ０ 」 の と き 、 こ れ 以 降 の 動 作 を 行 う こ と な く 終 了 す る が 、
Ｍ ｏ ｄ ｅ が 「 １ 」 の と き は 、 そ の と き に 電 力 変 化 量 算 出 部 １ ２ に よ り 算 出 さ れ た 変 化 量 ｄ
Ｐ O U T  ／ ｄ Ｖ P V の 微 分 値 を 読 み 込 ん で 、 そ の 微 分 値 の 符 号 が 反 転 し て い る か ど う か を 判 定
す る （ Ｓ ２ １ ） 。 そ の 微 分 値 の 符 号 が 反 転 し て い な い と き は 動 作 を 終 了 す る が 、 微 分 値 の
符 号 が 反 転 し て い る と き は 、 そ の と き の 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V が 最 大 電 力 点 Ｍ Ｐ Ｐ を 与 え る 電
圧 値 と 判 断 し て 、 そ の 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V を 記 憶 部 １ ７ に 書 き 込 む 。 選 択 し た 太 陽 電 池 電 圧
Ｖ P V の 書 き 込 み は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 記 憶 部 １ ７ に 設 け ら れ た ５ つ の エ リ ア に 順 次
に 書 き 込 ん で い き 、 そ れ 以 上 の 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V を 書 き 込 ん で い く と き は 、 最 も 古 い 太 陽
電 池 電 圧 Ｖ P V を ク リ ア に し て 、 常 に 新 し い 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V を 保 存 す る よ う に し て い る （
Ｓ ２ ２ ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 記 憶 部 １ ７ へ の 書 き 込 み が ５ つ に な る 毎 に 、 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V m e a n ’ を 算 出 し （
Ｓ ２ ３ ） 、 次 い で 、 そ の 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V m e a n ’ に 予 め 設 定 さ れ た 補 正 値 Ｄ を 加 算
す る （ Ｓ ２ ４ ） 。 そ し て 、 そ の 値 Ｖ P V m e a n ’ ＋ Ｄ が 上 限 値 Ｖ u p p e r  よ り 低 い か ど う か を 判
定 し （ Ｓ ２ ５ ） 、 Ｖ P V m e a n ’ ＋ Ｄ が 上 限 値 Ｖ u p p e r  よ り 低 い と き は 、 下 限 値 Ｖ l o w e r  よ り
も 高 い か ど う か を 判 定 す る （ Ｓ ２ ７ ） 。 Ｓ ２ ５ に お い て Ｖ P V m e a n ’ ＋ Ｄ が 上 限 値 Ｖ u p p e r  

よ り 高 い と 判 断 し た と き は 、 そ の 上 限 値 Ｖ u p p e r  を 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V m e a n と し （ Ｓ
２ ６ ） 、 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 １ ３ に 送 出 す る 。 ま た 、 Ｓ ２ ７ に お い て Ｖ P V m e a n ’ ＋ Ｄ
が 下 限 値 Ｖ l o w e r  よ り も 低 い と 判 断 し た と き は 、 そ の 下 限 値 Ｖ l o w e r  を 最 大 電 力 点 平 均 電
圧 Ｖ P V m e a n と し （ Ｓ ２ ８ ） 、 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 １ ３ に 送 出 す る 。 ま た 、 Ｖ P V m e a n ’
＋ Ｄ が 上 限 値 Ｖ u p p e r  よ り 低 く （ Ｓ ２ ５ ） 、 か つ 、 下 限 値 Ｖ l o w e r  よ り も 高 い と き （ Ｓ ２
７ ） 、 つ ま り 、 上 限 値 Ｖ u p p e r  と 下 限 値 Ｖ l o w e r  の 間 に あ る と き は 、 Ｓ ２ ３ で 算 出 し た Ｖ

P V m e a n ’ を 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V m e a n と し （ Ｓ ２ ９ ） 、 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 １ ３ に
送 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 の 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V m e a n は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 低 日 射 量 状 態 が 所 定 時
間 （ ｔ s u n  ＝ Ｈ ） 継 続 さ れ て Ｍ ｏ ｄ ｅ ＝ ０ に 移 行 し た 際 に 、 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 １ ３
に よ り 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f  と し て 加 算 器 １ ４ に 設 定 さ れ る 。 こ れ 以 降 の 動 作 に つ い
て は 、 前 述 し た よ う に 実 施 の 形 態 １ と 同 じ で あ る た め 割 愛 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の よ う に 実 施 の 形 態 ２ に よ れ ば 、 Ｍ ｏ ｄ ｅ ＝ １ （ 山 登 り モ ー ド ） か ら Ｍ ｏ ｄ ｅ ＝ ０
（ 低 日 射 モ ー ド ） へ 移 行 し た 際 、 山 登 り モ ー ド 時 に 算 出 さ れ た 補 正 の 最 大 電 力 点 平 均 電 圧
Ｖ P V m e a n を 目 標 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V r e f  と し て 設 定 す る よ う に し た の で 、 図 ８ に 示 す よ う に
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太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V の 振 動 を 収 束 さ せ て 、 ほ ぼ 太 陽 電 池 １ の 最 大 電 力 点 Ｍ Ｐ Ｐ 上 と な り 、 こ
の た め 、 低 日 射 量 時 の 電 力 取 り 出 し 効 率 が 改 善 さ れ 、 安 定 し た 制 御 を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 実 施 の 形 態 ２ で は 、 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 Ｖ P V m e a n ’ を 算 出 し た 際 に 、 一 定 の 補 正
値 Ｄ を 加 算 す る よ う に し た が 、 補 正 値 Ｄ を 乗 算 器 １ １ に よ り 算 出 さ れ る イ ン バ ー タ 出 力 電
力 Ｐ O U T  に 比 例 し て 変 更 す る よ う に し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 １ の 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム に お け る 制 御 回 路 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 回 路
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 １ 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム に お け る 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 の 動 作 を 示 す
フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 算 出 部 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 山 登 り モ ー ド に お け る 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V と イ ン バ ー タ 出 力 電 力 Ｐ O U T  の 相 関 を 示
す 波 形 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 の 形 態 １ で の 最 大 電 力 点 追 従 制 御 に よ る 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V の 波 形 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 の 形 態 ２ の 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム に お け る 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 算 出 部 の 動 作 を
示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 の 形 態 ２ の 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム に お け る 低 日 射 量 時 の 太 陽 電 池 電 圧 Ｖ P V の 波
形 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 太 陽 電 池 の 出 力 電 圧 － 出 力 電 力 の 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 最 大 電 力 点 追 従 制 御 に よ る 太 陽 電 池 電 圧 の 波 形 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ 　 太 陽 電 池 、 ２ 　 コ ン デ ン サ 、 ３ 　 イ ン バ ー タ 回 路 、 ４ 　 商 用 電 力 系 統 、 ５ 　 太 陽 電
池 電 圧 検 出 部 、 ６ 　 イ ン バ ー タ 出 力 電 圧 検 出 部 、 ７ 　 イ ン バ ー タ 出 力 電 流 検 出 部 、 １ ０ 　
制 御 回 路 、 １ １ 　 乗 算 器 、 １ ２ 　 電 力 変 化 量 算 出 部 、 １ ３ 　 目 標 太 陽 電 池 電 圧 算 出 部 、 １
４ 　 加 算 器 、 １ ５ 　 Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 部 、 １ ６ 　 最 大 電 力 点 平 均 電 圧 算 出 部 、 １ ７ 　 記 憶 部 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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